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「
か
た
り
べ
」
第
五
集
が
「
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
」
の
、
会
員
の
方
々
に
よ
っ
て
、
発
刊
を
み
た
事
に
、
△
あ

ら
た
め
て
、
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
い
つ
か
「
か
た
り
・
へ
」
、
を
い
た
だ
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
先
輩
、
多
く
の
知
人
の
方
々
が

嘉
瀬
の
地
域
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
を
堀
り
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
事
を
見
つ
め
、
然
も
、
そ
の
広
い
、
深
い
調
査
、

研
究
に
驚
き
、
か
つ
、
恐
れ
さ
え
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
と
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
五
集
を
重
ね
る
事
が
で
き
ま
し
て
本
当
に
ご
苦
労
様
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
が
国
は
、
戦
後
の
混
乱
し
た
時
代
を
過
一
」
し
経
済
を
基
盤
と
し
て
、
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
結
果
は
、
子
供
達
の
中

に
は
、
テ
レ
ビ
ッ
子
か
育
ち
、
愛
情
欠
乏
児
が
育
ち
、
無
軌
道
な
子
ど
も
が
育
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
古
来
の
美
徳
か
、
影
を
ひ
そ
め
た
為
だ
と
そ
う
思
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
住
む
郷
土
に
対
し
、
深
い
認
識
と
愛
着
を
持
た
せ
る
事
を
今
ま
で
、
私
た
ち
は
忘
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
郷
土
の
先
祖
が
残
し
た
追
跡
、
記
念
物
、
習
俗
な
ど
を
堀
り
起
し
て
、
郷
土
の
昔
話
と
し
て
青
少
年

の
心
に
残
し
て
い
く
事
が
、
青
少
年
に
他
を
思
い
や
る
心
、
郷
土
を
愛
し
て
い
く
、
心
を
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。郷

土
の
中
か
ら
す
ぐ
れ
た
教
材
を
堀
り
起
し
て
、
磨
き
あ
げ
て
宝
石
と
し
、
こ
れ
を
伝
え
て
い
く
事
が
青
少
年
を
健

全
に
育
て
て
い
く
事
に
大
い
に
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

昔
話
し
が
、
ボ
ケ
老
人
や
問
題
行
動
を
示
す
子
供
に
大
い
に
治
療
効
果
が
あ
る
事
か
、
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
探
る
会
の
方
々
の
い
っ
そ
う
の
ご
精
進
、
ご
努
力
を
希
望
い
た
し
ま
す
。
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文
化
十
癸
酉
年
四
月
十
五
日
（
西
暦
一
、
八
一
三
年
）

嘉
瀬
村
御
神
楽
諸
色
入
用
割
合
取
立
人
別
帳

庄
屋
久
蔵

党

田
方
壱
反
歩
二
付
壱
斗
弐
升
当
り

七
斗
壱
升

四
石
壱
斗
五
升

壱
石
参
斗

七
年
四
升

壱
石
七
年
参
升

弐
石
九
升

壱
斗
九
升

弐
石
参
斗
五
升

弐
斗
四
升
三
左
エ
門
（
二
反
○
○
）

壱
石
五
斗
儒
左
エ
門
（
一
二
反
五
○
）

参
斗
五
升
卯
之
松
（
二
反
九
二
）

五
斗
四
升
理
助
（
四
反
五
○
）

弐
石
弐
斗
参
升
五
右
エ
門
（
一
五
反
五
八
）

弐
石
八
斗
八
升
弥
惣
左
エ
門
（
二
四
反
○
○
）

参
石
弐
斗
壱
升
間
次
郎
（
二
六
反
七
五
）

六
斗
弐
升
二
郎
術
（
五
反
一
七
）

弐
石
参
斗
善
之
介
（
一
九
反
一
七
）

弐
斗
参
升
野
原
の
万
吉
（
一
反
九
二
）

九
斗
六
升
吉
之
丈
（
八
反
○
○
）

壱
斗
壱
升
門
兵
衛
（
○
反
九
二
）

五
斗
五
升
友
次
郎
（
四
反
五
八
）

壱
石
七
斗
四
升
弥
左
エ
門
（
一
四
反
五
○
）

弐
石
五
十
（
一
六
反
六
七
）

壱九壱弐参弐弐弐弐壱弐弐弐壱参八参壱
石 斗 石 石 斗 石 石 石 石 斗 石 石 石 石 斗 斗 斗 石
弐四参壱九四七六壱壱四弐壱八六九五四
斗升升斗升斗斗升斗升斗斗斗升升升升斗
八四弐六四六六四

升升升升升升升升

卯
八

理
八

又
兵
衛

儒
七

十
五
郎

権
三

善
之
亟

万
助

長椛甚佐理久久安長八三次半反久源惣興
四十六兵右五蔵兵之六九郎次次助四十次
郎郎砺エ郎衛亟郎兵郎郎郎郎郎

門 衛

（
五
反
九
二
）

（
三
四
反
五
八
）

（
一
○
反
八
三
）

（
六
反
一
七
）

（
一
四
反
四
二
）

（
一
七
反
四
二
）

（
一
反
五
八
）

（
一
九
反
五
八
）

（
三
一
反
○
○
）

（
二
反
九
二
）

（
七
反
四
二
）

（
三
反
○
○
）

（
九
反
○
○
）

（
一
八
反
○
○
）

（
一
八
反
八
三
）

（
二
○
反
三
三
）

（
○
反
九
二
）

（
一
七
反
五
○
）

（
一
七
反
一
七
）

（
二
三
反
○
○
）

（
二
○
反
一
七
）

（
三
反
二
五
）

（
一
七
反
八
三
）

（
八
反
五
八
）

（
七
反
八
三
）

（
一
○
反
六
七
）
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文
化
十
癸
酉
年
九
月
十
九
日
割
（
西
暦
一
、
八
一
三
年
）

嘉
瀬
村
御
神
楽
諸
入
用
戸
別
割
合
取
立
人
別
帳

庄
屋
久
蔵

党

有
人
壱
人
二
付
弐
文
当
割

六
文
三
左
エ
門

拾
文
儒
左
エ
門

八
文
卯
之
松

八
文
理
助

拾
弐
文
五
介

弐
拾
文
弥
三
郎

拾
弐
文
六
郎
兵
衛

八
文
七
左
エ
門

拾
弐
文
興
右
エ
門

拾
弐
文
四
兵
衛

八
文
吉
之
亟

拾
四
文
弥
太
郎

八
文
興
次
郎

拾
四
文
三
十
郎

拾
文
庄
左
エ
門

拾
八
文
間
介

〆
四
百
八
文
（
三
四
戸
）

弐
之
人

拾
文
卯
八

参
拾
文
理
八

八
文
又
兵
衛

四
文
儒
七

拾
文
十
五
郎

拾
六
文
権
三

拾
文
善
之
亟

拾
八
文
万
助

八 拾 拾 弐 六 弐 弐 拾 拾 四 拾 拾 拾 拾 拾 六 拾 拾 壱

文弐文拾文拾拾弐文文四四四弐弐文釜蔓売文文四六文文文文文文
文文

優権甚佐理久久安及八三次半反久源惣興
四十六兵右五蔵兵之六九郎次次助四十次
郎郎術エ郎衛亟郎兵郎郎郎郎郎

門 衛

（
五
人
）

（
十
五
人
）

（
四
人
）

（
二
人
）

（
五
人
）

（
八
人
）

（
五
人
）

（
九
人
）

（
三
人
）

（
五
人
）

（
四
人
）

（
四
人
）

（
五
人
）

（
十
人
）

（
六
人
）

（
四
人
）

（
六
人
）

（
六
人
）

（
四
人
）

（
七
人
）

（
四
人
）

（
七
人
）

（
五
人
）

（
九
人
）

（
六
人
）

（
六
人
）

（
三
人
）

（
六
人
）

（
六
人
）

（
七
人
）

（
七
人
）

（
七
人
）

（
二
人
）

（
五
人
）

（
六
人
）

（
十
三
人
）

（
十
二
人
）

（
三
人
）

（
十
人
）

（
五
人
）

（
六
人
）

（
四
人
）

昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日
発
行
『
か
た
り
べ
」
第
四
集

紙
上
で
、
嘉
瀬
八
幡
宮
奉
加
帳
嘉
瀬
今
昔
の
タ
イ
ト
ル
を

も
っ
て
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
の
、
嘉
瀬

の
戸
数
お
よ
び
人
口
の
う
つ
り
変
り
を
発
表
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
藩
政
時
代
の
嘉

瀬
の
村
の
姿
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
文
化
・
文
政
時
代

の
祭
例
奉
加
帳
の
古
文
書
を
も
と
に
、
毛
筆
で
書
か
れ
た

古
文
書
を
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
さ
ぐ
っ
て
み
た
。

×
×

ま
ず
、
文
化
十
年
四
月
十
五
日
嘉
瀬
八
幡
宮
御
神
楽
例

祭
の
諸
費
用
嘉
瀬
村
戸
毎
割
り
が
、
田
方
（
水
田
）
耕
作

反
別
壱
反
歩
当
り
壱
斗
弐
升
を
奉
加
。
奉
加
米
を
金
に
替

え
例
祭
の
諸
費
用
に
当
て
た
、
そ
の
奉
加
米
石
数
弐
百
七

石
壱
斗
六
升
を
、
一
反
歩
当
割
り
壱
斗
弐
升
で
計
算
し
て

み
る
と
、
当
時
の
嘉
瀬
村
の
お
お
よ
そ
の
水
田
耕
作
面
積

一
、
六
七
七
反
八
三
と
得
ら
れ
ま
し
た
・

そ
れ
に
よ
る
と
、
文
化
十
年
の
嘉
瀬
村
（
小
栗
崎
村
・

中
柏
木
村
を
除
く
）
の
戸
数
は
一
三
七
戸
、
水
田
面
積
一
、

六
七
七
反
八
三
で
、
五
反
歩
に
み
た
な
い
水
田
耕
作
戸
が

二
七
・
四
％
、
全
体
耕
作
面
積
の
五
・
九
％
の
耕
作
で
一

戸
平
均
耕
作
反
別
弐
反
六
三
・

五
反
歩
以
上
一
○
反
歩
未
満
一
八
・
八
％
、
全
体
面
積

の
二
・
○
％
の
耕
作
、
一
戸
当
平
均
耕
作
反
別
七
反
一

五
・

一
○
反
歩
以
上
一
五
反
未
満
一
八
・
八
％
、
全
体
面
積

の
一
九
・
一
％
の
耕
作
で
、
一
戸
当
平
均
耕
作
反
別
一
二

反
三
九
・

一
五
反
歩
以
上
二
○
反
歩
未
満
一
六
・
二
％
戸
、
全
体

面
積
の
二
二
・
八
％
の
耕
作
で
、
一
戸
当
平
均
耕
作
反
別

一
七
反
一
四
。

二
○
反
歩
以
上
の
耕
作
が
一
八
・
八
％
で
全
体
面
積
の

四
一
・
二
％
の
耕
地
（
水
田
）
を
耕
作
所
有
し
て
い
て
、

一
戸
当
り
の
平
均
耕
作
反
別
が
二
六
反
七
○
と
求
め
ら
れ
、

嘉
瀬
村
一
三
七
戸
の
平
均
耕
作
反
別
は
一
二
反
二
○
と
、

一
戸
当
り
の
耕
作
反
別
と
し
て
は
、
当
時
の
津
軽
の
平
均

的
な
耕
作
反
別
と
し
て
求
め
得
ら
れ
る
も
の
の
・
・
・
・
・
・
：

さ
ら
に
、
細
部
に
わ
た
っ
て
奉
加
帳
古
文
書
よ
り
さ
ぐ

っ
て
み
る
と
、
一
○
反
歩
上
の
耕
作
が
当
時
の
全
体
戸
数

の
五
三
・
八
％
戸
で
、
八
三
・
一
％
を
耕
作
、
一
○
反
歩

？

一
か 1

ヨ



文
化
十
癸
酉
年
四
月
十
五
日
（
西
暦
一
、
八
一
三
年
）

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
℃

｜
や

一
や

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

弐
石
七
斗
五
升
長
次
郎
（
一
三
反
九
二
）

参
石
九
斗
久
次
郎
（
三
二
反
五
○
）

弐
斗
参
升
甚
三
郎
（
一
反
九
二
）

参
石
七
斗
参
升
安
左
エ
門
（
三
一
反
○
八
）

参
石
弐
斗
五
升
松
兵
砺
（
二
七
反
○
八
）

四
石
参
斗
参
升
興
作
（
三
六
反
○
八
）

弐
石
四
斗
五
升
甚
之
亟
（
二
○
反
四
二
）

七
斗
壱
升
七
介
（
五
反
九
二
）

壱
石
四
斗
四
升
弥
七
郎
（
一
二
反
○
○
）

壱
石
六
斗
四
升
丈
左
エ
門
（
一
三
反
六
七
）

壱
斗
六
升
初
左
エ
門
（
一
反
三
三
）

式
石
壱
斗
佐
五
左
エ
門
（
一
七
反
五
○
）

孫
三
（
１
）

壱
石
参
升
孫
十
（
八
反
五
八
）

三
斗
四
升
源
太
郎
（
二
反
八
三
）

四
斗
五
升
初
三
郎
（
三
反
七
五
）

壱
石
四
斗
四
升
善
五
郎
（
一
二
反
○
○
）

参
斗
参
升
甚
太
郎
（
二
反
六
七
）

九
斗
六
升
留
次
郎
（
八
反
○
○
）

壱
石
四
斗
三
升
孫
助
（
二
反
九
二
）

四壱七弐壱五壱壱壱
斗石斗斗石斗石石石
参九六弐四弐八参五
升斗升升斗升斗斗斗

弐壱六六
升升升升

壱四八弐弐弐弐壱弐六参
石斗斗石斗斗斗石斗斗石
四壱九八壱四七参八参
斗升升斗升升升斗升斗
五 弐五
升升升I

彦
次
郎

惣
次
郎

孫
次
郎

善
九
郎

権
次
郎

仁
兵
衛

佐
郎
次

権
四
郎

新
三
郎

二
次
郎

二
次
兵
衛

理
五
左
エ
門

次
左
エ
門

吉
左
エ
門

孫
吉

長
右
エ
門

孫
三
郎

小
右
エ
門

八
右
エ
門

孫
蔵

喜
左
エ
門

（
二
七
反
九
二
）

（
五
反
○
○
）

（
一
一
反
三
三
）

二
一
反
○
○
）

（
二
反
二
五
）

（
二
反
○
○
）

（
一
反
七
五
）

（
二
三
反
三
三
）

（
七
反
四
二
）

（
三
反
四
二
）

（
二
一
反
○
八
）〃

（
ｌ

（
一
二
反
三
三
）

（
一
九
反
六
七
）

（
一
五
反
○
八
）

（
四
反
三
三
）

（
二
反
八
三
）

（
壱
反
八
三
）

（
六
反
三
三
）

（
一
五
反
八
三
）

（
三
反
五
八
）

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 ､､、､、､､、、､､､、､三三一胃三三一胃三三

文
化
十
癸
酉
年
九
月
十
九
日
割
（
西
暦
一
、
八
一
三
年
）

参
之
人

拾
八
文
長
次
郎

拾
文
平
河
久
次
郎

八
文
甚
三
郎

拾
弐
文
安
左
エ
門

拾
文
松
兵
衛

弐
拾
八
文
興
作

拾
八
文
甚
之
亟

拾
文
七
介

八
文
勘
介

拾
弐
文
左
五
介

六
文
弥
之

六
文
孫
十
郎

拾
文
久
介

拾
弐
文
小
松
屋
久
太
郎

拾
四
文
長
八

拾
弐
文
左
之
吉

拾
六
文
辰
介

拾
六
文
源
太
郎

拾
文
半
介

拾
四
文
九
介

拾
文
金
之
亟

拾
四
文
善
吉

拾
弐
文
善
八

拾
弐
文
善
介

拾
文
三
介

〆拾拾拾拾八八拾八拾八拾拾拾拾拾拾四六拾八六拾
文弐文文文文文文文文四六六文四文文文文文文六
参文文文文文郎文
百

参
拾

文

彦
次
郎

惣
次
郎

孫
次
郎

善
九
郎

権
次
郎

仁
兵
衛

佐
郎
次

権
四
郎

新
三
郎

庄
兵
衛

利
五
郎

次
郎

菩
三
郎

源
吉

長
介

源
三
郎

小
介

八
介

源
蔵

嘉
吉

沢
次
郎

み
か

（
三
○
戸
）

（
九
人
）

（
五
人
）

（
四
人
）

（
六
人
）

（
五
人
）

（
十
四
人
）

（
九
人
）

（
五
人
）

（
四
人
）

（
六
人
）

（
三
人
）

（
三
人
）

（
五
人
）

（
六
人
）

（
七
人
）

（
六
人
）

（
八
人
）

（
八
人
）

（
五
人
）

（
七
人
）

（
五
人
）

（
七
人
）

（
六
人
）

（
六
人
）

（
五
人
）

（
八
人
）

（
三
人
）

（
四
人
）

（
五
人
）

（
三
人
）

（
二
人
）

（
五
人
）

（
七
人
）

（
五
人
）

（
八
人
）

（
八
人
）

（
七
人
）

（
四
人
）

（
五
人
）

（
四
人
）

（
五
人
）

（
四
人
）

（
四
人
）

（
五
人
）

（
五
人
）

（
六
人
）

（
五
人
）

い
な
い
し
、
戸
数
が
約
十
軒
少
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
年
間
、
天
候
不
順
、
不
作
、
災
害
が
打
ち
続
い
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
。

文
政
二
年
の
嘉
瀬
の
実
態
を
、
ま
た
掘
り
さ
げ
て
み
よ

う
。
農
家
戸
数
は
一
二
八
戸
、
耕
作
反
別
一
、
八
八
三
反

二
七
で
・

五
反
歩
以
下
二
二
戸
、
一
七
・
二
％
、
耕
作
反
別
六
二

反
九
七
、
三
・
三
％
、
一
戸
当
平
均
耕
作
反
別
二
反
八
六
・

五
反
以
上
一
○
反
未
満
二
七
戸
、
一
二
・
｜
％
、
耕
作

反
別
一
八
七
反
六
四
、
一
○
・
○
％
、
一
戸
当
平
均
耕
作

反
別
六
反
九
五
・

一
○
反
歩
以
上
一
五
反
未
満
一
九
戸
、
一
四
・
八
％
、

耕
作
反
別
二
三
六
反
一
九
、
一
二
・
五
％
、
一
戸
当
平
均

耕
作
反
別
一
二
反
四
三
・

一
五
反
歩
以
上
一
一
○
反
未
満
一
五
戸
二
・
七
％
、

耕
作
反
別
二
六
一
反
二
七
、
一
三
・
九
％
、
一
戸
当
平
均

耕
作
反
別
一
七
反
四
二
・

二
○
反
歩
以
上
四
五
戸
三
五
・
二
％
、
耕
作
反
別
一
、

一
三
五
反
二
○
、
六
○
・
三
％
、
｜
戸
当
平
均
耕
作
反
別

二
五
反
二
三
と
な
り
、
嘉
瀬
村
全
体
の
農
家
の
一
戸
当
平

未
満
が
四
六
・
二
％
戸
で
、
一
六
・
九
％
の
耕
作
と
な
る
・

こ
の
こ
と
は
何
を
物
語
る
か
、
嘉
瀬
村
の
一
八
《
・
八
％

戸
の
二
○
反
歩
以
上
耕
作
者
が
全
体
の
面
積
の
四
一
・
二

％
を
し
め
、
そ
の
約
半
分
を
所
有
耕
作
し
て
い
た
こ
と
は
、

そ
の
反
面
零
細
農
業
、
水
呑
百
姓
も
存
在
し
て
い
た
こ
と

当
時
す
で
に
三
町
歩
四
町
歩
を
所
有
す
る
大
農
が
生
ま

れ
、
五
反
歩
以
下
の
水
呑
百
姓
が
嘉
瀬
全
体
の
二
七
・
四

％
戸
も
あ
り
、
嘉
獺
全
体
の
耕
地
面
積
の
た
っ
た
五
・
九

％
の
土
地
に
し
が
み
つ
き
、
豪
農
か
ら
土
地
を
借
り
、
ま

た
大
農
の
手
間
取
り
、
あ
る
い
は
一
世
帯
借
子
と
な
っ
て
、

細
々
と
生
き
て
き
た
嘉
瀬
の
低
辺
に
あ
る
貧
農
が
、
明
治

・
大
正
・
昭
和
の
初
期
で
な
い
、
藩
政
時
代
当
時
か
ら
、

す
で
に
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
古
文
書
は
証
明
し

て
い
る
、
今
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
水
呑
百
姓
が
。

×
×

文
化
十
年
か
ら
、
さ
ら
に
く
だ
っ
て
、
文
政
に
移
っ
て

み
よ
う
。
文
政
二
年
の
嘉
瀬
の
戸
数
（
小
栗
崎
村
・
中
柏

木
村
を
除
く
）
は
二
一
八
戸
、
水
田
面
積
一
、
八
八
三
反

二
七
で
、
文
化
十
年
よ
り
水
田
が
二
十
町
歩
よ
り
増
え
て

に
な
る
ゞ
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